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団 体 名

事 業 名

さくらおたすけ会

桜ニュータウンに安心と元気を届ける事業

寄附活用分野 少子高齢化対策に関する事業

総事業費 387,921円

180,OOO円補助金額

担 当 課 高齢福祉課

団体の活動

約 1,400人 が住んでいる桜ニュータウンでは,高齢化が進み50歳以上の人が約

750人住んでいる。高齢者がお互いに助け合いながら安心して住める町を目指

し,また,ヘルパーさんの手に負えない木のせん定,庭の手入れ ,月 1回のお弁

当を届けながらお話をするなどの活動を行つている。

H木の剪定及び庭の草取り
日食事サービス
日買い物の手助け
日男の料理教室

Hパソコン教室
日籐編み講習会

事業の概要

事業の成果

口木のせん定及び庭の草取りを年22回 ,186人 が協力
E食事サービスを年5回実施
日男の料理教室,延べ138人参加
ロパソコン教室 26人参加 日籐編み教室 17人参加
d研修会 2回

今後の目標

採択日実践
のコメント

65歳以上の高齢者という事にしているが,最近60～ 65歳の方で連れ合いを亡く

して独居になる人が増えている。その人たちが引きこもってしまわないように考え

士
=い

。

口桜ニュータウンに住んでいる方々の高齢化に伴う食事サービスや自立生活のた

めの料理教室等の取組を評価します。
日今後,他の自治会等とも連携し啓発活動を行うことで支援の輪が広がることを期

待します。

活動状況写真
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活動状況写真

H地域の人々が各々助け合い,自 立の手助けを行つている取組を評価します。
H今後も地域に根差した活動を,自 治会等関係機関と連携しながら,広げることを
期待します。

採択日実践
のコメント

病院や買い物への送迎が増えてきているので,週 1回程度の定期便等で利便
性を図る。

今後の日標

旧東日本大震災時に対象世帯に訪問し,学生ボランティアと協力し援助を行つた。
日75歳以上の方に陽だまリサロンの参加を呼びかけ体操口作品展や音楽会を開
催。

事業の成果

日全盲家庭での介護ケアなどのアドバイス,話し相手として訪問
E家の外で倒れた方の病院手配及び退院後の介護体制を,民生委員,自 治会 ,

近所及び助け合いの会と総力でサポートを行う。
事業の概要

日高齢者,身体不自由な人の助け合いの会
H閉じこもり予防に月1回「陽だまリサロン」の計画実行

団体の活動

高齢福祉課担 当 課

20,000円補助金額

72,823円総事業費

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

グリーンハイツ助け合いの会事 業 名

グリーンハイツ助け合いの会団 体 名
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団 体 名 リレーロフォーコライフ茨城実行委員会

事 業 名 リレー・フォー・ライフ 201l in 茨城

寄附活用分野 少子高齢化対策に関する事業

総事業費 1,827,157円

補助金額 200,000円

担 当 課 健康増進課

団体の活動
平成21年に設立し,現在の実行委員数は12名 で,がん患者支援チャリティー

ウォーキングイベント「リレー・フォーロライフ」を開催すべく,活動している。

事業の概要

がん患者支援及び,がんの早期発見日早期治療のために,がん検診の啓発を
行つた。
ロリレーウォーク ロエコバルーンリリース Eルミナリエ ロエンプティーテーブル

事業の成果

L2011年 5月 14日 (土 )～ 5月 15日 (日 )に研究学園駅前公園にて開催
J市民や学生,医療関係者など約600名 が参加し,患者と支援者が集うことで,連
帯感を持つことができた。参加者間での率直な意見交換が行われ,一般参加者
には,がん検診の大切さを訴えることができた。

今後の目標
来年度以降も私達は,このイベントを続けていき,地域社会に貢献していきたい

と考えている。

採択 H実践
のコメント

日がん患者とその家族,医療関係者,行政及び市民が連携しながら,がんについ
ての正しい知識や検診への啓発活動を行つていることを評価します。
口今後も,がん検診を行い,早期発見し,早期治療に結びつける大切さを,地域と
連携しつつ実施することを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日子育て中の方が,気軽に集える場を提供し,話し合いの場を提供するだけでな
く,行政機関と連携し出前相談を行う等,多方面での支援を行つていることを評価
します。
日今後も,自 由な集いの場での仲間づくりができるよう期待します。

採択 H実践
のコメント

今までどおりの「時間内であれば,いつ来てもいつ帰つてもOK」 であることが「歩
いて行ける距離にある子育て支援の場」として重要かつ必要である。

今後の目標

初めての子育てに不安を感じているお母さんへのアドバイスなどを,ボランティ
アだけでなく,来客している先輩のお母さん達が相談にのることにより地域の中で
の「子育て仲間の輪」ができている。

事業の成果

日子育て仲間作りや子育て情報交換など,来室者が「ほっとできる場所」
日年に数回救急救命講座や保健センターからの出前相談も行つている。

事業の概要

毎週水曜日吾妻交流センター H毎週木曜日並木交流センターにおいて,子育て
中の方たちの,お子さんと一緒に過ごす交流の場を開催。「井戸のない井戸端=
子育て支援の場」を考えている。

団体の活動

子育て支援室担 当 課

50,OOO円補助金額

95,375円総事業費

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

子育て休憩室 &ほつとステーションオアシス事 業 名

子育て休憩室 &ほつとステーションオアシス団 体 名
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団 体 名 くすのき会

事 業 名 大穂地区子育て応援事業「くすのき会」

寄附活用分野 少子高齢化対策に関する事業

総事業費 131,963円

補助金額 80,000円

担 当 課 子育て支援室

団体の活動

大穂地区内の様々な子育て応援団体が連携して,平成19年に結成し,子どもた
ちが,b身ともに健やかに,輝いて育つことができるまちづくりを通して地域の方々
がつながっていける大穂地区を目指している。

事業の概要

イあいさつ・声かけ運動」
B「子育てカレンダー」
L「大穂地区小中学校交流会」
。「小学生絵画コンクール」の実施

事業の成果

・子育てカレンダー (毎月9か所掲示)350枚配布
日小中学生交流会 (′卜学生110名 口中学生40名 日大入100名 )参加
・小学生絵画コンクール応募点数 154点

今後の目標

「くすのき会」は地域内の応援団として,大穂地区内の様々な方々や団体を更に
「つなげていく」活動を今後とも継続することにより住民主体の,住民の力を活用し
「子育てにやさしいまちづくり」を目指す。

採択日実践
のコメント

H大穂地区の市民,ボランティア団体,PTA等を中心に,子どもたちの健全育成に
取り組み,同時に地域全体で子どもたちを見守る活動を実施していることを評価し
ます。
日今後多様化する地域コミュニテイの中で,子どもたちの教育環境づくりのイメージ
を更に深めることができるよう各団体と連携,協力を期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

H演劇を通じて地域の文化振興を行いつつ,多世代交流の場を作り人々の生きが
い創出の場の事業となつたことを評価します。
・今後は,事業の実施に際して幅広く人員を募集を行う等により,より質の高い内
容を観客に提供できるような活動を期待します。

採択虫実践
のコメント

年2回程度の定期公演を実施し,完成度の高い演劇を目指しながら,つくば市

の民話や歴史物語を加え発表を行いたい。最終的に文化事業として,ほかの地

域との広域連携ができることを目標にしている。
今後の目標

H稽古延べ回数30回
に演技指導延べ回数 10回
口公演回数2回 (9月 日3月 )

日9月 中間発表会 観客動員数約200名
H3月 本公演 観客動員数約400名

事業の成果

H毎週水曜日午後6時から「ふれあいプラザ」において稽古を実施,月 に1回程

度!俳優養成所の先生からの指導
由平成23年 9月 に成果発表会
口平成24年3月 に内容を刷新した本公演の実施

事業の概要

「三世代」の交流を通じ,地域の活性化に寄与することを目的としたプロジェク
ト。
プロの指導を受け本格的な演劇の発表会を定期的に行うことで,劇団員には ,

やりがいH生きがいを,観客には感動を与えることを考えています。コミュニケー

ションの場を作ることにより,つくばの活性化に寄与できるものと考えます。

団体の活動

生涯学習課担 当 課

200,000円補助金額

488,410円総事業費

少子高齢化対策に関する事業寄附活用分野

三世代交流広域連携地域活性化プロジェクト事 業 名

つくば南地区活性化委員会団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 つくばアクアライフ研究所

事 業 名
市内プールを活用した市民 (中高齢者)を対象とした

水中運動指導

&

寄附活用分野 少子高齢化対策に関する事業

総事業費 647,209円

補助金額 190,000円

担 当 課 スポーツ振興課

団体の活動

当NPO法人理事長である野村武男 (筑波大学名誉教授)が,長年にわたる筑波

大学での水泳や水中運動に関する科学的研究成果を,地域の中高齢者への健

康づくりに役立ていくための健康増進事業を推進している。

事業の概要
一般中高齢者から膝や腰に軽度な痛みを持つ方を対象に,行動変容をもたらす

水泳&水中運動による健康教室の開催

事業の成果

E参加者の体重が平均でl kg以 上減少している。
口参加者へのアンケートで900/oの 方が楽しく継続できていると回答。
日900/0の参加者が,本教室のほかに週2回以上の運動習慣ができている。

今後の目標

つくば市島名地区にて,一般中高齢者 (1次予防)から軽度な整形外科的疾患
や脳血管疾患のある高齢者までを対象とした水中運動数室 (2次予防日3次予防 )

を継続して開催

採択 H実践
のコメント

日事業参加者に運動に対する動機付けを行い,900/0の参加者が継続して運動して

いる「行動変容」につながつたことを評価します。
日今後も,中高齢者の健康増進につながることを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

日市内で整備の行き届いていない森林及び竹林について,ボランティア会員をまと

めて森林の保全活動を実施されていることを評価します。
日次世代の子どもたちに多くの緑を残すために,今後も地域住民と連携して環境

整備に努め,同時に会報等で活動を広報することで意識啓発を行うことを期待し

ます。

採択日実践
のコメント

誰もが気軽に「参加してよかつた」「取り組んでよかつた」と思える,地域ぐるみの

環境保全に関する活動を,今後も継続するとともに,皆さんが楽しめ,かつ地域に

貢献できる公益活動に取り組んでいきたい。
今後の目標

森林と竹林整備実践 参加者 延べ409名事業の成果

市内で整備の行き届かない森林及び竹林について,下刈りや除伐等のボラン

ティア活動を通じ地域の自然日森林環境の向上を図るために森林活動の場を提供

し,市民参加の意識を高め,自然と環境対策に寄与する。
事業の概要

つくば市地域で森林の整備の実践活動を行つている。平成11年に設立し,森林

と竹林を中心に整備活動を行つている。会員数は100名 で,市内の自然環境を自

分達の取組で保全するとともに,地域住民の親睦と,つくば市の活性化を図りな

がら,次世代の人々への引継ぎを果たすための活動を行つている。

団体の活動

農業課担 当 課

200,OOO円補助金額

2,022,390円総事業費

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業寄附活用分野

森林と竹林の実践整備活動・継続事業事 業 名

ふれあい筑波団 体 名
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認定NPO法人 宍塚の自然と歴史の会団 体 名

初夏の筑波山まるごと観察会事 業 名

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業
寄附活用分野

70,789円総事業費

30,OOO円補助金額

環境都市推進課担 当 課

ゴ 島ヽ翻 輯 解船 翌帥
産に登録された (会員550人 )。

団体の活動

筑波山の自然環境は,極めて高い価値を有する。その植物・昆虫B鳥類日土壊を

中心に,山の成り立ち日生態系を学ぶ。事業の概要

初夏烏警堤せ庫脅ぢ身薦4名 H幼児1名事業の成果

ジォパーク登録のためには,筑波山の価値を市民一般が理解し,広く伝えるこ

が不可欠です。ジオパーク実現に向けて今後も続けていきたい。今後の目標

評価します。
日これからも市民や登山者,観光客を含めた筑波山の利用者に,環境を保持するための

情報を広めていくことを期待します。

ドた親
ぶ活動
らか アの専の 家F弓が子 方多 面しし で山 参力日れさ る 波猟て環 境然 が残貝 な重 自

ヽ 学し全 して く 切大 さを保をの生の し そ 環境ミ が 動ら 物 を態 実感本直ス すなイ を受
採択 H実践
のコメント

活動状況写真
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活動状況写真

日自動車の排気ガスが環境に与える影響について,市民と環境測定や学習会を

実践日報告しているところを評価します。
L今後も環境に配慮した車社会の在り方を環境フェスティバルなどを通じて,広く

市民や企業等に情報提供されることを期待します。

採択・実践
のコメント

簡易カプセルにより,市内の定点測定を継続し自動車の排気ガスを監視し,市
民に啓発し抑制に努める。

今後の目標

多くの参加者と大気汚染等の身体への影響を学習
」測定日 2011年 6月 2日 ～3日 (24時間)75か所+1か所
Hつくバス試乗会 8名 参加
L学習会 10名 参加
口環境フェスティバル クイズ参加者220名

事業の成果

市内の自動車の排ガスによる二酸化窒素を継続的に定点測定し大気汚染を観察
H市民による二酸化窒素測定
Hつくバス試乗会「つくばウェルネスパーク体験も含む」
日学習会実施「歩行者 自転車にやさしい町をつくろう」講師 矢作榮一
日環境フェスティバルにて「測定結果の表示とクイズ」実施

事業の概要

親子リズム,赤ちゃん体操などの子育て支援,絵手紙 ,ちぎり絵及び書道等世

代を越えて地域で学んでいる。絵手紙 ,ちぎり絵については,つくば市文化祭でも

子どもから大人までたくさんの方に体験企画を行つている。「子ども達に青い空を」
と二酸化炭素測定運動に20年以上取り組んでいる。安心して老いることができる

まちづくりを願いわが町ウォッチングを実施。つくばエコライフフレンズにも参加。

団体の活動

環境保全課担 当 課

20,000円補助金額

55,428円総事業費

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業寄附活用分野

測つてわかる大気汚染“N02"事 業 名

新日本婦人の会 つくIず支部団 体 名
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団 体 名 星野式ゲルソン療法を実践するランチの会

事 業 名
歩いて発見 !金田めぐり・大めぐり/歩いて発見 !金田

マップ

寄附活用分野 環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

総事業費 161,496円

補助金額 110,000円

担 当 課 観光物産課

団体の活動
月2回開催のゲルソンランチの会にて,ゲルソン食の試食と情報交換会を実施。
また,アースデイつくば参加団体として,食の源となる地域資源を見直すアース

デイつくば合同企画を行う。

事業の概要
日秋に「桜川の漁と松塚めぐり」「金田と大の水路めぐり」の実施
J3月 に「歩いて発見 !金田日桜川マップ」を作成

事業の成果

E歩いて発見 !桜川漁と松塚めぐり H23.10.16実 施 16名 参加
日金田と大の水路めぐり H23.11.12実施 18名 参加
日金田H桜川マップ A3版 13,000枚印刷

今後の目標
歩いて発見 !企画とマップ作成の継続及び,これまで作成した神郡日小田 L北

条・筑波山麓 H谷 田部 H茎崎 E金 田H桜川のマップをより多くの人に配布する環境を
作りたい。

採択日実践
のコメント

日市民が地域を歩いて感じたことをもとにパンフレットを作成することで,記載内容
の幅や柔軟性のあるものが作成できたことを訂価します。
日今後,更に掲載内容の充実を図るために,広告の掲載を効果的に活用すること
で作成費用の確保に努めることを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

・地域の方々が,地域に愛着を持つて環境を保全するとともに,利用しやすい公園

づくりを行い,ゴミ軽減のための腐葉土や伐採林の再利用など,工夫を凝らした

独自の活動を行つていることを評価します。
日今後も,地域住環境保全を目指し関係機関と連携しながら事業を推進することを

期待します。

今後の目標

採択日実践
のコメント

日美化活動 実施期間内における参加延人数127人 (掃き掃除,草刈り,900本近

い低木のせん定及び刈り込み。
口公園施設整備 南公園にテーブル 1,椅子8,花見公園に椅子2,階段7箇所 ,

上留め2箇所 H遊歩道を設置,ブランコ等のさび落とし口塗装
ロゴミ減量 大量の落ち葉等をゴミとして出さず,建設した施設に収容

・アゲプトアパークとしての活動を基調とした居住環境の美化及び公園施設整備

並びに腐葉土生成施設の活用E維持管理等の活動を継続
日公園内砂場等における除染作業

事業の成果

桜が丘団地 (約4.2万坪)で活動しているボランティアグループ「桜が丘おはな会」

は,平成22年 6月 20日 に設立し,つくば市アダプトJア Lパークとしての活動を基調

とした居住環境の美化及び公園施設整備等の活動をしています。

平成22年 7月 から平成24年 3月 15日 までの活動回数日参加人数

定期活動21回 日臨時活動56回 参加者実人員69名・同延人数597名

口活  動 毎月第2日 曜日及び随時
日活動場所 団地内公園 B子ども広場及び緑地帯 (合計面積6,033坪 )

ハ
゛
スターミナルロ待合室日明神バス停留所付近の車歩道

日内  容 美化活動 H遊具塗装補修 B腐葉土生成施設建設,維持

手作りが一デンテーブ,レセットロ土留め日斜面部に階段設置等

事業の概要

団体の活動

都市施設課担 当 課

409,437円

200,000円補助金額

総事業費

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業寄附活用分野

居住環境の美化・ごみ減量等事業事 業 名

桜が丘おはな会団 体 名
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団 体 名 春日4丁 目自治会

事 業 名 春日4丁 目の街路及びその周辺の環境保全維持

寄附活用分野 安心日安全なまちづくりに関する事業

総事業費 156,044円

70,000円補助金額

担 当 課 道路課

団体の活動 春日4丁 目で地域の環境美化に活動している自治会

春日4丁 目町内の交通及び防犯の安全確保のため,障害となる緑地帯や歩道

周辺の植栽を適宜せん定し,良好な環境を維持する。事業の概要

事業の成果

口道路脇の除草日街路樹せん定 8か所
日公園の樹木せん定 2か所
口緑地帯の枝のせん定 1か所
コ公園落ち葉回収 1回

これまで同様毎月活動している美化活動で本事業を推進継続し,地区の良好な

環境を維持する。今後の目標

採択日実践
のコメント

日行政が年間に実施する維持管理事業 (オ直栽のせん定,除草など)を 自治会が自

ら行うことで,きめ細かな地域の環境保全が図られたことを評価します。
日今後もこの活動が継続されていくと同時に,会員の他,地域に住む親子など多

世代での活動にも期待します。

活動状況写真
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H地域の人々が自らの地域のために行う活動であり,また,交通安全を目的とした
草刈り,舌動を行うことでより多くの人々のための活動となつていることを評価しま
す。
口今後は,事業の継続とともに,広く活動を周知ずることで安定した活動を行うこと
を期待します。

採択日実践
のコメント

交通安全確保及び水田景観確保に役立つ活動であり,地域の方々にも期待さ
れているため今後も継続していきたい。

今後の目標

口行動作業 年5回実施
日個人作業 年7回実施

事業の成果

小田東部を地区内の危険箇所で交通安全確保を目的に,そして地区に近い水
田景観保持を目的に次の事業を行う。
日交差点付近6か所 (共 同作業 年5回 )

日市道脇土手の草刈り(個 人作業 年7回 )

事業の概要

平成23年に設立され会員は6名 。交通安全確保と水田景観保持を目的とした活
動を行つている。 具体的には,つくば千代田線日つくばりんりん道路と市道の交
差点で見通しを良くするため伸びた草を刈り払う活動。個々に道路脇上手の伸び
た草も刈り払つている。

団体の活動

道路課担 当 課

50,000円補助金額

117,660円総事業費

安心 D安全なまちづくりに関ずる事業寄附活用分野

安全確保と景観づくりの車刈り事業事 業 名

辻草刈リクラブ団 体 名
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団 体 名 特定非営利活動法人 スマイルロステーション

事 業 名 世界のつくばで盆おどり 2011

寄附活用分野 安心日安全なまちづくりに関する事業

総事業費 1,164,796円

補助金額 200,OOO円

担 当 課 市民活動課

団体の活動

B人と人,人と街,街と街をつなぎ,笑顔あふれるヒューマン都市を作り,成熟した市民社

会の実現を目指し,平成21年 6月 に設立。
日地域の振興を図るとともに活動を推進しながら公益の増伸 (課題解決)に寄与すること

目的とする。

事業の概要

日笑顔市 年1回
日楽楽大学 随時
L世界のつくばで盆おどり

事業の成果

口当イベントのステージヘの参加団体数 11団体,子どもの遊び場5団体,商店ヘ

の参加11店舗
ロー般市民の参加者数 4,000人強 (延べ人数 )

日抽選会による義援金 売上げ13万円,協賛企業日商店35件

今後の目標
東日本大震災を経験したことで社会が変わろうとしている。その時々の社会二一

ズに応えられるような企画を考えていきたい。

採択日実践
のコメント

口盆踊りをメインに,地域住民と様々な地域の人々が集まり,センター地区の活性

化が図られていたことを評価します。
日今回は雨天の影響により参加人数が当初予定より少なかつたものの,センター

地区でのコミュニテイ活動として今後も継続していくことを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

ロセンター地区で長年行われている祭りであり,PTA中心に多くのボランティアが
運営を行い,子どもたちに思い出を与える活動を行つていることを評価します。
・今後は,計画的に運営するとともに,より魅力的な企画を行うことで,他の来場
者を呼び込む活動を期待します。

採択日実践
のコメント

引き続き「ふるさとのまつり」として小中学校との連携や児童・生徒のボランティ
ア参加を通じて,地域のよりどころとなるため,活動を続けていく予定

今後の目標

日地域住民との連携 (ボランティア保険323名 色イベント保険100名 )

日当日来場者数  1,250枚 (おばけの森チケット発行数 )

日お楽しみくじチケット発券数  事前配布 1,619枚 当日配布274枚
事業の成果

毎年7月 中旬に開催する「吾妻まつり」を開催するに当たり,4月 後半から小中
PTAからの協力を得て,企画準備作業をするためのWGを設置し,児童 L生徒と連
携して数回から10回程度を開催し,WG代表者による「吾妻まつり実行委員会」を8
回実施した。

事業の概要

筑波研究学園都市は,約35年前に雑木林を開拓して造られた街で,地域のより
どころとなる神社や文化的行事もありませんでした。そこで「吾妻の子どもたちに
ふるさとの思い出を !」 との声が上がり,有志自らの手で30年前に開催された夏
祭りです。吾妻地区の小中学生を含むボランティア約400名 が携わり,地域の祭り
として運営している。

団体の活動

市民活動課担 当 課

200,000円補助金額

1,729,917円総事業費

安心 B安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

第31回吾妻まつり事 業 名

吾妻まつり実行委員会団 体 名
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団 体 名 テレジンを語る会いばらき

事 業 名 テレジン収容所の小さな画家たち展

寄附活用分野 安心・安全なまちづくりに関する事業

総事業費 616,472円

補助金額 200,OOO円

担 当 課 市民活動課

第二次世界大戦中,チエコのテレジン強制収容所に残された子どもたちの絵や

詩をもとに,人として尊厳を守り生きる希望を与えた大人たちの活動を学び,命と

平和を語り継ぐ活動を行うことを目的に,2010年 8月 に結成された。
団体の活動

事業の概要

「テレジン収容所の小さな画家たち展」の開催
日場所 つくば美術館第2展示室
日日時 10月 18日 ～23日 午前9時半から午後5時まで
口内容 絵日詩日写真日解説のパネルを76枚展示
日18日 午後,作品展創案制作者の野村路子のギヤラリートーク開催

事業の成果

日来場者 2,563人 アンケート回収437枚 感想ノート2冊
日芳名帳記入者 1,087名
ロギヤラリートーク 参加者80名

今後の目標

仲間作りから始まり,みんなで作り上げた展覧会がこのように大きな輪になり,

多くの人の心に届いた。テレジンの子どもたちが残したものは,時代も人種も宗教

も超えて,全ての人に訴えかける。平和と命の専さは,常に語り続けねばならな

い 。

採択・実践
のコメント

活動状況写真

H重厚なテーマにもかかわらず,幅広く市民への周知を成功させ,当初の予想より

も多くの来場者を得たことを評価します。
日今後は,今回の経験を生かし,事業実施に際して,より計画的な運営を行うこと

を期待します。
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活動状況写真

口地域の賑わい再生事業として地域住民,商店街及び後継者等が一体となり開催
し,活動の認知度も広がつてきていることを評価します。
日今後も,参加型イベントの検討や期間中の設置物の管理や来訪者の駐車場な
ど安全対策も継続して関係者と連携することを期待します。

採択日実践
のコメント

本事業も7年継続して実施してきたことにより市民に広く親しまれる事業として認
識されるよ引こなつてきた。今後は,今まで以上に地域の連帯感及び郷土愛の醸
成に寄与できるよう多くの参加者を集い,アイディアあ心、れ,かつ手作り感あふれ
るシンボルツリーの設置や歳事を通じて,谷田部地域の活性化,並びに商店街の

賑わい再生に向けて努力していきたい。

今後の目標

・点灯期間 2011年 12月 4日 ～2012年 1月 9日
Hイルミネーション設置数 35基
H点灯式参加者 約200名 ,期間中の来訪者 約10,000名
ロイルミネーション等の飾り付けを参加者自らが行うことにより,地域の連帯感及
び「郷土愛の醸成」に寄与するとともに,商店街の活性化に貢献できた。

事業の成果

つくば市谷田部地区のシンボルの一つである「千歳通り」を市民手作りのイルミ

ネーションで装飾することにより「輝く光の通りを創出する」冬の風物詩として広く

市民に親しまれる空間事業で,地域の活性化を図る目的のために実施している。
事業の概要

山平成 16年度より千歳通りの清掃活動を毎週水曜日に実施し,平成17年 12月 6日

に市とアダプトアロード(道の里親制度)を締結し,美化活動を実施している団体
です。
日清掃活動を通じて会員相互で話し合い,毎年末にイルミネーションを設置して千
歳通りの賑わいを創出し,地域の活性化のために活動している団体です。

団体の活動

産業振興課担 当 課

200,000円補助金額

428,138円総事業費

安心 J安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

谷田部千歳通リイルミネーション事業事 業 名

谷田部千歳通リフラワーボランティア会団 体 名
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団 体 名 北条街づくり振興会

事 業 名
東日本大震災 復興チャリティコンサート
宮清大蔵コンサート2011

寄附活用分野 安心日安全なまちづくりに関する事業

総事業費 1,037,418円

補助金額 200,OOO円

担 当 課 産業振興課

団体の活動

今あるもの(地域資源)を活用して,「音楽と芸術でまちづくり」をテーマに,平成
20年 10月 ,北条商店街にある築160年の穀物蔵を筑波大学の安藤教授と学生 ,

地元住民の協働によリコンサートホールに改修。同年11月 に「こけら落としコン
サート」を開催,その後もクラシックロジャズロ芽[楽 日落語"演劇を開催している。

事業の概要

ベルリンフィルハーモニァ管弦楽団メンバーとウィーンフィルハーモニー管弦楽
団メンバーによる,江戸末期に立てられた穀物蔵を再生した「宮清大蔵」での東 日
本大震災チャリティーコンサートの開催

事業の成果

・国際的な企画 ドイツ大使館より「日独交流150年記念コンサート」のひとつに選
んでいただき「記念ロゴマーク」使用許可を受ける。
H地域の子どもたちとの共演の機会の提供「北条小学校合唱隊」が出演し,ベルリ
ンフィルのメンバーの伴奏で「ふるさと」を合唱した。
打チャリティ募金活動 募金額172,819円

今後の目標

来場者はもちろん,演奏家の方々からも宮清大蔵に対する専門評価が高く,再
演奏と他の音楽家へのPRを約束されました。これからも地道な活動を積み重ねて
いくことにより,地域振興と文化振興に寄与するため,企画を実施していく予定で
す。

採択E実践
のコメント

日地域の歴史資源を活用し,世界的な音楽家を招へいするという,イベントとして
魅力的な事業となつていることを評価します。
口今後は更に事業を発展させるとともに,竜巻被害の復興に寄与するための活動
等を行うことを期待します。

活動状況写真
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活動状況写真

ロコミュニティの活性化と文化の振興を目指した事業で,テレビの取材が入る等広
く注目を集めた事業となつたことを評価します。
日今後は,当事業の継続とともに,竜巻被害後の北条商店街の復興に貢献するよ

うな事業を行うことを期待します。

採択日実践
のコメント

北条で培つたノウハウをつくば市内の各地で音楽イベントを開催することで,市
内周辺地区の活性化及び周辺地区から,つくば市全体への音楽文化の波及効
果。つくば市全体で盛り上げる音楽文化の構想。

今後の目標

・北条地区観光宣伝効果 毎日新聞の茨城版と常陽リビング紙にイベント前に宣
伝広告として掲載され,当 日にNHK水戸放送局からの取材が入リニュースが放送
され,かなりの反響を得る。
日まちかど音楽市場に対する評価 実力派ミュージシヤンから音楽イベントの高い
評イ面を得る。

事業の成果

つくば北条地区のコミュニティ活性化を目指して,北条街づくり振興会と共催で

音楽イベントを開催。
事業の概要

「つくIず
口まちかど音楽市場」の提唱する,「身近なところで音楽を楽しむ」「住んで

いて楽しいつくば市」「学園都市,自 然と歴史の豊かな各地域のコミュニティーの
利点を生かした音楽」等のテーマによる楽しい空間創出で,地域の人達と心の
通つた交流のできるつくば市の実現を目指す。

団体の活動

産業振興課担 当 課

90,000円補助金額

295,036円総事業費

安心・安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

ロ第 3 北条音 ♪絵巻事 業 名

つくば・まちかど音楽市場ネットワーク団 体 名
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筑波大学 斬桐舞団 体 名

による地域活性化 ラムロ三■ニユ′ ―サルソーラン
～鳴 で繋ぐ筑 とつくば～事 業 名

安心日安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

103,700円総事業費

50,OOO円補助金額

国際日文化課担 当 課

2008年に発足,団体のコンセプトとしてユニバーサルソーランを掲げ,老若男

女・国籍口障がいL経験に関わらずみんなで楽しむYOSAKOIソ ーランを目指し,年

間90以上の公演と週2回の定期練習を中心に活動しているYOSAKOIソーラン

チームです。

団体の活動

爵″%摯猶躍躍?額あ計段辞試蛭石三総
への参加を促しました。

事業の概要

心、るさとつくば ゆいまつりとし

繋がり」をテーマにしたお祭りで

共有できたかと思います。また,

発信することができました。

り

り

「 人と のと「 の さる 」 人とつ みんな ′もヽく をば市つ
「 とてつ むし 」の 払 楽出と 者 壁 取を場者 演来
やと 右寺幸限もつ あが る 防犯4は 大まつ ず市事業の成果

虎講私ゴ衛多乙脇違趨翻暴饂紅矯監べ藻議採
と「楽しさ」の共有を促すよう努める。

今後の目標

日市民への防災情報の啓発活動を,踊りの楽しさとともに伝達した点を評価しま

す。
L今後は,事前に実施計画を立て,より多くの場での活動による情報の周知活動

を期待します。

採択・実践
のコメント

活動状況写真
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活動状況写真

口つくば冬の風物詩としてセンター地区の景観を美化する活動を幅広い市民の手

によつて行つている点を評価します。
日今後は,当活動を継続するなかで,より市民の参加を促すような魅力的な企画

活性化を行うことを期待します。

採択日実践
のコメント

これまでも様々な工夫を図つているが,多くの人の手を必要とするイベントであ

り,今後は一般市民ボランティアの募集も呼びかけ,体制を整えてみんなで共同

作業をすることで,より市民と二体となるイベントとしたい。
今後の目標

日市民参加の手作リイベントで,つくば冬の風物詩として定着しつつある。
H会員以外の作つた数/ランタン総数 =3,770個 /5,500個 =0.685
ロワークショップ制作ランタン数 563個 (前年度 473イ固)

Bオリジナルランタン投票数 2,277票 (前年度 973票 )

事業の成果

H協議会会員や小学校の児童により作成されたランタンを展示

ター地区来訪者にランタンの絵を描いてもらつた。
Eランタンアート会場においても,ワークショップでランタンを創り

口点灯した。セン

設置するコーナー

を設けた。
ロコンテストを行い,応募者の創意に浴れたランタンをみんなで楽しんだ。

事業の概要

H地域活性化事業 (フラワーアート,スポーツトライアル,ランタンアート, 梅に願い

を,ストリートサンデー)

日地域環境整備等事業(花壇整備,清掃活動,防犯パトロール,環境啓もう活動

等)

日まちづくり調査事業(センター地区ににぎわいを創出するための社会実験等)

団体の活動

企画課担 当 課

200,000円補助金額

757,616円総事業費

安心日安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

ランタンアート201¬事 業 名

つくばセンター地区活性化協議会団 体 名
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アストリンク
′

団 体 名

り・二一卜 冊 子関利用の手引の支不登 ・ひきこ

成及び配布事 業 名

安心日安全なまちづくりに関する事業
寄附活用分野

174,271円総事業費

70,000円補助金額

教育指導課担 当 課

とを目的とする。

り
り

りツ

りた

の援支ロ か :っ 族家的な視点マてし クの 題 対卜等 間もき登不 ひ校
のど 接直 支づ 確保な所皿 場就労どの け成な 受タ 育サポロ窓 開設総合

の と提 口社
△
不ネ ト ―クづワの政等院病 行団係 体人法 関各 NPO援

する公 貢献益広増の 図進を福祉育の教社
▲
蚕と域地しし つ を行業事

団体の活動

小冊子「不登校 Hひきこもり日ニート 支援機関利用の手引き～相談をする前の

備として～」の作成及び無料配布事業の概要

末旱【!!を】誌縣爺堀薄餞綜 1(捌弯鮮纏鯨為酉己
布30人程度 )

事業の成果

禁=家欺 齢観彗競禿野を
鴨夫謎 即 整乱撃好

―ドを行う。今後の目標

魏 靭 躍 を贔驀'選写〒

む 窓種各N POや 機政 を関 含行てし々 対し 人しと るてすを 要必で 助題
△
雰社 間

し評価ろをし とてつ る活る を行動ヽ しよト とすつ的 サ ポ△
ロ総しの口 行介を紹

段による広報等多彩な活動によつて必要
採択“実践
のコメント

活動状況写真
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活動状況写真

本年度の事業に関する意見を集め,次年度以降も継続的な開催及び発展を目

指し,つくばの新しい文化として定着するよう運営をしていく。

日つくば市に住む新旧の人々を「つなげる」事業を新たに行い,スタツフや来客者

同士の交流の場を創出したことを評価します。
日今後は事業の進め方について,事前に計画性をもつて実施することを期待しま

す。

採択口実践
のコメント

今後の目標

L当 日来場者5,600人。
日参加団体同士,参加団体と来場者,来場者同志の交流が盛んに行われ,つ

りを生むことができた。
日つくば市の魅力を再発見する機会を提供することができた。

事業の成果

委員,当 日スタッフを中心に,地域の方々からの協力を得て本事業を開催した。

多様なジヤンルのステージ企画,飲食店や体験ブースなどの来場者参加型の企

画を実施した。
事業の概要

つくばにかかわる人が集い,昔を懐かしみ,今を知り,共に未来を語る。そんな
「つながり」創出の場として開催し,つくばの新たな文化としての定着を目指すコン

セプトのもとに企画の運営や外部団体との連絡,事前の広報活動等を行う。
団体の活動

観光物産課担 当 課

200,OOO円補助金額

1,720,713円総事業費

安心由安全なまちづくりに関する事業寄附活用分野

ふるさとつくば ゆいまつり事 業 名

ふるさとつくば ゆいまつり実行委員会団 体 名
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団 体 名 つくば森林クラブ

事 業 名
′Jヽ 田 の外堀を潤したノ( 川をホタル飛ぶ

山
申 かな,IIにしよ

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 422,917円

補助金額 200,OOO円

担 当 課 観光物産課

団体の活動

「筑波山,宝筐山の水と緑と生き物を守る」を活動の目標とし,荒れた里山林,水源林 ,

平地林,史跡隣接林等の整備を行つている。活動林は11か所,月 に2回の定例日を設

け,会員15名 で,年間計画に基づき活動している。

事業の概要
八幡川の河岸工事の行われていない荒れた河川敷の竹や篠の伐採,粉砕整理

を行い,景観を良くし,川をきれいにし,出入りができるようにする。

事業の成果
河川敷に繁茂していた竹や篠を伐採整理したので,景観が良くなり,河川敷に

出入りができ,河川敷や川の管理ができるようになつた。

今後の目標
付近の田んぼに生息するホタルが川でも鑑賞できたり,河川敷を散歩できたり,

川に親しみを持つことができるような場所を計画的に整備したい。

採択口実践
のコメント

',間
伐が行われ,河川敷や川の管理が

学習会等を開催して整備した地域の魅

活動状況写真
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孝 il:
it

活動状況写真

多くの参加を希望する声があるため,活動を継続的に行う。さらに多くの子ども

を対象とし回数を増やナために,科学ボランティアを育成するための活動を行う。

朝    監 嗣 難 解 ぽ塩 梶 係者及び参加者の協カイ本常ll

を構築することを期待します。

採択日実践
のコメント

今後の目標

色児童館での実験教室 9回実施 参加者 子ども432人 ,児童館関係者45人

・ミニミニ科学館 1回実施 参加者 子ども206人 ,大人89人
日次回の参加希望の声が多くあがり,また,参加者自らが実験教室を開催し科学

ボランテイアとして活動した等の報告もあつた。

事業の成果

口児童館で実験教室を行い,同 時に児童館の方に工作を指導し科学的活動の場

を広げる。
ロミニミニ科学館を開催し,多くの市民の方に参加してもらい,科学ボランテイアの

活動の場とする。
L活動内容を公開し,科学ボランティアの方々に使用してもらつた。

事業の概要

8年前より実験教室を開催している。代表者 よ(独 )科学技術振興機構 (」 ST)の

「理科大好きボランテイア」講師及び茨城県「おもしろ理 科 先 生 」講師 | 登 録 し 年

間 約 60回 以 上 の 実験教室 を開催 している。これらの活動を通して得た知識や経

験を生か しスキ ル アップする と| より 子 どもたち | 科 学 こ興味関心を持たせる

を行つている。近年は,科学ボラン イア の
去

日 成 | も力を入 れ て しヽ る活 動 ア

担 当 課

団体の活動

こども課

190,OOO円補助金額

331,505円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業
寄附活用分野

おもしろ !ふしぎ?実験隊@児童館 VOL.2
事 業 名

おもしろ !ふしぎ?実験隊団 体 名

止
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団 体 名 子ども達の余暇を考える会

事 業 名 障碍を持つ子ども達の児童デイサービス

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 398,071円

補助金額 140,000円

担 当 課 障害福祉課

団体の活動

つくば養護学校に通う子どもを持つ保護者有志が集まり平成21年 6月 に発足。

現在の会員数は11組。放課後や長期休暇中に,地域の住民や学生の方に協力

をいただき活動を実施。また,保護者の学習会等を通し卒業後の居場所作りなど

についても思考している。

事業の概要

日放課後活動の実施(行政との「放課後子ども教室」に発展)

口夏休中のプール活動(4回 )

日まつりつくばでバザー活動
口休日のレクレーション活動(吹奏楽等)

事業の成果

口放課後活動 9回実施 参加者 通算136名
Hプール活動 4回実施 参加者 通算36名
Bレクレーション 5回実施 参加者 通算143名
日まつりつくばバザー活動 2日 間

今後の目標

障碍を持つ子ども達が,安心できる居場所作りを考えるともに,不測の事態が起

きたときでも地域で過ごせるよう,次の活動を通し繋げていきたい。
日余暇の充実 日保護者及び地域住民への啓もう活動等

採択口実践
のコメント

活動状況写真

B障碍を持つことで制限されてしまう子どもたちの安心できる

体,家族,卒業生を含め年間を通して支援することができて
居場所づくりを,団
いるところを評価しま

ず。
L今後も家庭では経験できない活動を,会員相互の連携を図り継続することを期

待します。
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活動状況写真

H幼児とその親を対象とした演劇を通じて,よ り良い親子の関係の形を作ろうとす
る活動を評価します。
日今後は,会の人数の増加や,アクセスの良い場所で活動を行うこと等で,広く周
知を図り参加者数を増加することを期待します。

採択 E実践
のコメント

幼少期向けの舞台芸術活動は少ないため,今後も年齢に合つた作品を多くの方
に提供できるよう取り組んでいく。

今後の目標

質の高い芸術が幼少期の子どもも魅了する力があること,親子で遊ぶ時間の豊
かさを体感してもらうことができた。
日親子であそぼう!わらべうた 参加者 大人10人 子ども13人
日ふわふわ山の音楽会 参加者 大人27人 子ども30人

事業の成果

親子が芸術に親しむこと,また,地域での仲間づくりのため事業を実施
L5月 7日 「親子であそぼう!わらべうた」竹園交流センター
日6月 18日 「ふわふわ山の音楽会」つくば市市民研修センター

事業の概要

E1991年 に設立し,現在会員数は170名 。子どものための芸術鑑賞会を127回実施
した。
日劇場まつり,キャンプ,おやこ大運動会などの遊び体験活動を実施している。幼
児から青年までの異年齢の子どもと親の自主的な活動

団体の活動

国際口文化課担 当 課

80,OOO円補助金額

169,764円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

はじめてのシアター「ふわふわ山の音楽会」事 業 名

つくば子ども劇場団 体 名
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団 体 名 つくばオペラ

事 業 名 歌劇「椿姫」

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 3,600,000円

補助金額 200,OOO円

担 当 課 国際日文化課

団体の活動
総合芸術であるオペラを地元の演奏家及び音楽愛好家が集まり,今回が初の

試みとなる,まさしく"地産オペラ"第 1回 目として歌劇「椿姫」の公演を行う。

事業の概要

地域の文化芸術の向上を目的として次オペラを実施した。
日歌劇「椿姫」

癬 巽洸鶴龍 1略角

事業の成果

H地元の演奏家及び音楽愛好家が出演することにより多くのお客様を呼ぶことが

でき,低価格で本格的なオペラを観ることができたとの声を多くいただいた。

・地元出演者60名 ,入場者数771名

今後の目標 さ脇 継訴船子4孝堰絲経針 '   く

知つてもらうよう取り組む。

採択日実践
のコメント

口質の高い芸術を市民に親しんでもらうための工夫を行うことで,多くの来場者を

提義姦鞘 墓
亀醍み扉項整義詣

産オペ引 ユ 巧コンセプMミ刻す入れら

活動状況写真

ヽ
今

市
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方法1:ズソ甍ン通銀者が当繊生後の腕に慶サ.
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活動状況写真

ロパソコン要約筆記ボランティアが授業の情報保障を支援することで,聴覚障害の
高校生が普通学級で学ぼうとする希望を多く日十えられていることを評価します。
日授業内容の守秘を義務づけられているなど特殊性もあり,今後も茨城県や関係
者と連携し活動の支援,協力が広がることを期待します。

採択日実践
のコメント

普通学級で学びたい聴覚障害の高校生全生徒に対して,支援する制度ができ
るまで,同様の活動を続けるとともに,支援の質の向上と支援者の充実を図る。

今後の目標

日当該生徒からは,パソコンテイクを受けたことで授業中に適切な行動がとれ,疎
外感を感じることがなく有意義だつたとの感想を得た。
HA高校授業情報保障 授業時間273時間を実施
HB高校授業情報保障 授業時間161時間を実施

事業の成果

普通学級に在籍する聴覚障害の高校生に対し,授業中の教師の説明や他の生
徒の発話などをリアルタイムでパソコンに入力し,当該生徒に授業の参加を保障
する。

事業の概要

聴覚に障害を持つ人達のために,その場の情報を文字で伝えるパソコン要約筆
記に関ずる講演会日学習会を開催し,普及に努めている。さらに普通学校で学ぶ
聴覚障害生徒のための情報保障も依頼を受けて積極的に支援している。

団体の活動

市民活動課担 当 課

200,OOO円補助金額

726,920円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

パソコンノートテイクによる高校生への授業の情報保障事 業 名

特定非営利活動法人 PCY298団 体 名
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団 体 名 子どもとメディアを考えるネットワーク実行委員会

事 業 名 子どもとメディアを考える学習・交流会2012

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 124,390円

補助金額 50,000円

担 当 課 生涯学習課

団体の活動
団体としては初めての活動となる。今までは,実行委員が個々にメディアの影響

について啓発・学習会企画などを行つてきた。

事業の概要

Hメディアの子どもへの影響を啓発し,参加者 自身が考え・行動に移し,ネットワー

クを構築することを目的とし,この事業を実施した。
口場所 イーアスつくば
日時間 午前10時半～午後4時
日内容 ′Jヽ 児科医の講演 NPO専務理事による話題提供とワークショップ

事業の成果

今後の目標

L参加者は52名 。参加者は県内はもちるん,県外からも来た。また保護者だけでな

く,つくば市社会教育指導員など多彩な方々の参加となつた。
ロメディアの影響は深刻かつ重要な課題であると再認識し,継続的な推進役となる

ことを期待されていると感じた。

今回の学習 B交流会を機に『子どもとメディア 関東』を発足することとなりまし

た。アドバイザーには今回の講師に加え,筑波大名誉教授日現美浦村教育長の問

脇厚司さんをお迎えしたことにより,つくば発『メディアとより良い関係を創るネット

ワーク』を構築し,関東一円に広げていく。

採択 H実践
のコメント

日普段なかなか認識されないメディアとの関係性について,講師を呼び地域にとら

われず幅広い人々に周知した部分を評価します。
日今後は,有識者等様々な人との活動を広げ,正しい情報を活動をとおして伝えて
いくことを期待します。

活動状況写真

,
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活動状況写真

日筑波大学の資源を地域のために利用し,また子ども達の教育格差を解消するた
めの活動を行つているところを評価します。
日今後は,学習活動の継続のみならず,多彩な企画や周知活動で会の活動をア
ピールすることを期待します。

採択口実践
のコメント

・学習指導を軸にしつつ,子ども達との学び合いを様々な方法で実践し継続して
いく。
日地域コミュニティー強化への貢献のため広報活動も行う。

今後の目標

・生徒数の増加 (13人から35人へ )

日貢献地域の拡大 (桜地域のみから桜口台坪日春日地域の3か所へ )

日常陽新聞に掲載
B筑波大学斬桐舞との協力,地域のイベント時にブースを開く。

事業の成果

日大学生が出向き,週3回の学習指導 (桜 口台坪日春日を拠点 )

口学生による体験交流型プログラムの企画・実践を行つた。
事業の概要

筑波大学及び筑波大学生とつくば市地域をつなぎ,大学生の主体的な小中学
生日地域住民との係わりを通して,より良い地域コミュニティーを創造する。また,

無償の学習指導を通して教育格差を是正することを目指す。
団体の活動

教育指導課担 当 課

40,OOO円補助金額

80,263円総事業費

日本一の教育都市への取り組みに関する事業寄附活用分野

学び場さくら塾事 業 名

団 体 名 学び場さくら塾
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団 体 名 吉沼おやじの会

事 業 名 吉沼おやじの会

寄附活用分野 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

総事業費 135,606円

補助金額 80,OOO円

担 当 課 教育総務課

団体の活動

日吉沼小学校の教育活動及びPTA,舌動の支援から活動を始めた。
日現在の会員数は27名 を数え,吉沼小学校の教育活動の支援から,さらに吉沼地

区の活性化を目指し,地域に寄与しようと活動をしている。

事業の概要

日遊具の安全点検 Bペンキ塗り,運動会準備片付けの支援,学校案内看板の設置

等
日6年親子キャンプ,三世代豚汁会食会への参加 L支援等
日学校周辺の防犯のぼり旗の設置,おはやしクラブの指導等
イ安全で安心な吉沼をつくる会」への支援と地域への寄与

事業の成果

学校教育活動並びにPTA,舌動の活性化,児童の安全確保及び地域の防犯意

識の高揚や活動を通じて,父親同士ひいては教師との連携と親陛に寄与してい

る。
日親子キャンプ参加者 104名 J三世代豚汁会食会参加者 585名
・遊具の点検とベンチ等のペンキ塗り参加者 8名

今後の目標
今後も,子どもたちの健全育成のためにボランティア精神で取り組んでいく。さら

に,新会員を募り,地域の活性化と貢献を目標に努めていく。

採択 B実践
のコメント

日児童の父親と教師が連携し,学校が抱える課題を共に解決する活動を通して父

親の教育参加と環境整備を図ることができたことを評価します。
萬今後も,学校が抱える課題を団体が共有し,会員と協力者が増えることで,更に

充実した教育環境を提供することを期待します。

活動状況写真
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補助事業一覧

安心・安全なまちづくりに関する事業

市民活動課200,OOO円テレジン収容所の小さな画家たち展

テレジンを語る会いばらき
17

安心・安全なまちづくりに関する事業

市民活動課200,OOO円
16

第31回 吾妻まつり

吾妻まつり実行委員会

安心・安全なまちづくりに関する事業

市民活動課200,OOO円

特定非営利活動法人 スマイル・ステーション

世界のつくばで盆踊り 2011

15

道路課

安心・安全なまちづくりに関する事業

50,OOO円安全確保と景観づくりの車刈り事業

辻草刈リクラブ
14

安心・安全なまちづくりに関する事業

70,OOO円 道路課春日4丁 目の街路及びその周辺の環境保全維持

春日4丁 目自治会
13

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

都市施設課200,OOO円居住環境の美化・ごみ減量等事業

桜が丘おはな会
12

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

観光物産課110,OOO円

星野式ゲルソン療法を実践するランチの会

歩いて発見 !金田めぐり・大めぐり/歩いて発見 !金 田マップ

11

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

環境保全課20,OOO円

新日本婦人の会 つくば支部

測つてわかる大気汚染"N02"
10

環境都市推進課初夏の筑波山まるごと観察会

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

30,OOO円

認定NPO法人 宍塚の自然と歴史の会
9

環境保全及び地球温暖化対策に関する事業

農業課200,OOO円森林と竹林の実践整備活動・継続事業

ふれあい筑波
8

少子高齢化対策に関する事業

スポーツ振興課190,000円

特定非営利活動法人つくばアクアライフ研究所

市内プ二万を活用した市民て中高齢者)を対象とした水泳&
水中運動指導

7

三世代交流広域連携地域活性化プロジェクト

少子高齢化対策に関する事業

生涯学習課200,OOO円

つくば南地区活性化委員会
6

大穂地区子育て応援事業「くすのき会」

少子高齢化対策に関する事業

80,OOO円 子育て支援室

5
くすのき会

子育て支援室子育て休憩室 &ほっとステーションオアシス

4
少子高齢化対策に関する事業

50,OOO円

子育て休憩室 &ほっとステーションオアシス

200,OOO円リレー・フオー・ライフ 201l in茨城

少子高齢化対策に関する事業

健康増進課
3

リレー・フオー・ライフ茨城実行委員会

高齢福祉課
2

少子高齢化対策に関する事業

20,OOO円

グリーンハイツ助け合いの会

グリーンハイツ助け合いの会

少子高齢化対策に関する事業

高齢福祉課刊80,OOO円桜ニュータウンに安心と元気を届ける事業

さくらおたすけ会
1

担 当 課

寄附活用分野

補 助 額事  業  名

団  体  名
ページ



補助事業一覧

ページ
団 体  名 寄附活用分野

ネ甫事  業  名 助 額 担 当 課

18
谷田部千歳通リフラワーボランティア会 安心・安全なまちづくりに関する事業

谷田部千歳通リイルミネーション事業 200,000円 産業振興課

19
北条街づくり振興会 安心・安全なまちづくりに関する事業

日 リティコンサート
20司 司

200,OOO円 産業振興課
コ

20
つくば・まちかど音楽市場ネットワーク 安心・安全なまちづくりに関する事業

第3回 北条音 ♪絵巻 90,OOO円 産業振興課

21
筑波大学 斬桐舞 安心・安全なまちづくりに関する事業

コLE二′ ル ラ=ララて声蔀椰弱吾祗TEプ百グラス
~………

つ
50,OOO円 国際・文化課

22
つくばセンター地区活性化協議会 安心 i安全なまちづくりに関する事業

ランタンアート2011 200,OOO円 企画課

23

及
安心・安全なまちづくりに関する事業

ひ 利用の
フ0,OOO円 教育委員会指導課

24
ふるさとつくば ゆいまつり実行委員会 安心・安全なまちづくりに関する事業

ら、るさとつくば ゆいまつり 200,OOO円 観光物産課

25
つくば森林クラブ 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

小田城の外堀を潤した八幡川をホタルとぶ豊かな川にしよう 200,000円 観光物産課

26
おもしろ !ふしぎ?実験隊 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

おもしろ!ふしぎ?実験隊@児童館Vo1 2 190,OOO円 こども課

27
子ども達の余暇を考える会 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

障碍を持つ子ども達の児童デイサービス 140,000円 障害福祉課

28
つくば子ども劇場 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

はじめてのシアター「ふわふわ山の音楽会」 80,OOO円 国際・文化課

29
つくばオペラ 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

歌劇「椿姫」 200,OOO円 国際・文化課

30
特定非営利活動法人 PCY298 日本一の教育都市への取り組みに関する事業

パソコンノートテイクによる高校生への授業の情報保障 200,OOO円 市民活動課

31

子どもとメディアを考えるネットワーク実行委員会

子どもとメディアを考える学習・交流会2012

32
学び場さくら塾

学び場さくら塾

33
吉沼おやじの会

吉沼おやじの会


